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向の節季によって.正径 1-4mm粗度の各種の球を

舵体爆薬 (ジニトt･ベンゾールと柄故との荘合物)の

中に打込む扶助を行った｡球の速度は球と爆薬とのBE

田を変えることによって関節した｡

その結果によればェネルギーの大きい直径 4.4mm

及び l･0mmの鉄球の魯合には起爆せず,エネルギー

の小さい紅径 1.Cmm.のアルミ球の弥合に起爆してい

る｡即ちZippe-A)･T氏は固繊 封による起煙は投射

物のエネルギーによるのではなく,定燦するためには

爆薬の中に侵入後投射物の適度が或る毎度汲支するこ

とが必巽であるとした｡同じ 1.0mmの球でも比盃の

大きい鉄の歩合は爆薬中に侵入後の汝か '1少いので起

燥せず.アルミ球の場合は比盤が小さく被蓋が大きい

ので起埠する｡鉄でも球でなしに雷管の妓片のように

形状の不規則なものは抵抗が大きく汝童が大きいので

起爆する｡然しガラス破片のように捜宏が余 りに大き

いと又起熔出来なくなると述べた｡そして投射物の投

入助役の塩酸比を示す W.Zhwer氏の式

ln(vJve)-(3/4)(pJpA)(C｡/a)･･････(i)

〔;.:;監 慧 :e::芸 濫 讐 諾 雌 〕
を利用し,この式に爽敬結果をあてはめて

In(t･Jv,)-In(600/200)=1.1

-3/4(p.Ipl)(cJd)
即ち

(pe/pJ)(cJd)21.5････････････････････････(2)

のときが起爆の虫適条件であるとした｡

以上がZipperm叩r氏の考え方であるが,これは固

体投射による虎か 叫 なる投射物のエネルギーの問題

でないことを指摘している点で興味がある｡放し彼は

Bowden氏等の熟起爆脱を否定しているので,SchmJ'dt

氏も柑楯しているように')畑地による局部的な温度上

昇を考えていか ､点に疑問があると思われる｡

以上世々の報告を総括すれば,恰℡破片による娘薬

の起椴効果舶 蹄 に大きく,雷管威力 (起爆力)の中

でも主効果をなすものと思われるが,破片即ち固体投

射による劇 別削削こついては未だ定脱はか ･｡

以下爽験により雷管披片による起爆現象を検討す

る ｡

‡ 禎片による虎姫効果の喪例

管体鼓片が爆薬の起爆に有効であることを軸露する

ために次の爽験を行った｡

2･1添我茶と蜂粉との境界に神城を覆し､た場合

の痕小墳粉丑拭駿

図 1に示すような価管を拭赦し,テトリールを完爆
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の雷兼爆粉の区界丑 (丑小蛭掛虫)を東めるのである

が,野乗爆粉とテトリールとの境界に妨銀板の如き

薄板を匿き,鉄板紳 により克爆するかどうかを見たと

ころ衷 1の如くであった｡燦粉への点火は第二屯導火

線を使用した｡即ち曾兼爆粉 とテ トリ

ールとの碇抑 こ匿いた紺は,一見燥轟の伝達に対して障事物となるように思われるが.蛮 l

の結果によれば逆に鞭 のあるものはないものに比べて何れも完燥率がよくなってい

る｡帝にポール続やビニール秤片の如き軟質なものでも起爆

の促進に役立っていること

は注目される｡TAble1minimtlm ChargetestoEdetona
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andbasecharge.Kindof
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detollaTtion.2.2 爆苑の中

に線輪℡管を挿入した場合と爆3;を雷管車
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即ち同じ爆紛先ならば (a)の方が遥かに起爆効果

が大きい｡このことは (a)の場合には雷東爆粉の周

王軸こある南管体が雷東燥粉の爆発によって管件周囲の

テ トリールの中に投射され,管体披片が虚像 こ有効に

作用することを示している｡

荘 官体故片の無敵方向と文通能力

雷管が爆発した場合に管件の破片は鳳軌二一校に飛

散するものか,或は特定の方向にのみ飛散するのかを

知ることは.破片による起爆作用の方向性を知るため

に韮要である｡又破片の貫通能力も起爆作用の強さを

冶ずるための基礎的資料となる,この意味で以下の試

験を実施した｡

3.1破片の飛散方向

底上菅体と平底常体との底方向に放る班片の分布状

況については須藤氏等の報告10)があるが雷管横方向の

分布については知られていないので,雷管各方向の稀

々の穿髄に於る破片の分布を観察した｡

BfDd
l

pl i
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fscatteringdirectionoHragmentsLromth
edctonatorShcll.D:detonator,d:distance(v

ariable),P:paper.

即ち寓 3の如く続から一定の確定dを隔てて雷管を頻発させ

,管件破片による鼓の貫通孔の分布を見ることによっ

て破片の飛散方向及び飛散密度を知ることが出来る｡

6号雷管 (装薬

虫テトリー)V_0.45g,電束爆紛0.10ど,管体銅)を使用して剖定した結果から破

片 の飛散方向を推定すれば図4の如くであって,これによる

と底方向の破片は庇上菅体の方が平底管体に比べて破片が典中する併

向が厚められ 又挽方向の破片は斜役Ⅴ○].iZ,h'0.1,19Sl FJg4Scatleringdirecti

onoHragmentsFrom

AdetonAtOrShell.方には飛散す

るが斜前方.'=辻約 80の角蟹を以て釆放し,これ

より前方には飛散しないことがわかる｡S.Singh氏の報告I

i)によれば,爆薬を鉄管に入れて爆

発させた場合.鉄管破片の横方向への飛散角度を0 (図4に於る0).燥薬の牌速をD,破片速度をVo

とすれば,0-sin~'(V./2D)･

････-･･････.････-･-(3)が成立し.畑瓢に ComposjlionBを用いた場

合には計昇t



TAble3 StructtlreOLsaJIPIedetonator

Note:ConcavetypeandAattypewerebothusedinCuandAIshell,butincas

eoEPVC shellonly鮎日y

peshellwasused.管体材質によ

る破片効果の差異を推定することが出来る｡試料として使用した雷管の諸元

は丑 3の如くである｡(A) 鍋田管の底方向横方向の文通能力比較

雷管の衝撃効果は第1報で述べた

如く横方向が底方向より大きかったが,管体破片の耳通

能力及びその減蛮候向は.枚方tlJJ底方向につい

て比較したところ図6の如くであった｡.Lad

t!d】os一aattSPatt!J一atJ3d- SO
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r⑧:bythefmgmentsFrom thesideoEdct

o･nator.即ち破片の耳通能力は衝撃力とは逆に,概方向よりも底方向が並かに強く,底上雷管

では横方向の雷管近傍に於る耳通俵力が新Pfl総で 1cc-2CO牧であるが.底

方向ならば筋管近傍では 500-6CO枚の黙過能力があり,雷管より欺

メートルの距離に於でもrdLtJtco-2CO故

の耳道能力を有している｡又底上菅体は平底管体よりも同じ距離に放て約 150枚軽度罪過能力が大きくな

っている｡ (h) 管㈱ 文の異る雷管の底方向7

t遜能力の比牧瀬,アルミ,硬質塩ビ等の各簡管体について底方向

の耳通能力を比致したところ図7の如くであった｡.h

ad邑Jo的】3･7ttSPJ)tTJIJtJad
ー C 如 lO

O ISO-distancebetweendetonatorandpapers⊂cmコ



小さいので耳適任カが小さく又減衰もはげしい｡

又同じ℡体ならば底上げがあると平底の場合よりも

遥かにm 能力が大きいが,この理由は破片速度や破

片の形状とも関係があるので後に考鏡する｡

Ⅳ 管体凍片の速度

何件投射による起爆に於ては既述の如く投射物の速

度が韮要な軸 を坑ずるので,管体敬片による起爆の

場合には鼓片速度が韮要な国子となる｡然し机項の新

開耗貫通他力によって示される如く,収も大きい飛行

避妊を有する破片は雷管底方向の破片である｡従って

本軌 こ放ては底方向の破片速度について検肘する｡

管底破片速度の測定快は種 報々告されているが必ず

しも-敦していない｡Majridi氏1)は簡束/TNTの6

号混成雷管について管底より Icm の距紐に於る鼓片

速度を導爆線の起爆遅れ時間によって荊起し,底上ヴ

管体の場合に 3.000･-4,0∞TTL,'sec,平底管体の場合に

2,000-2,500m/st:Cという伍を得ている｡日下部氏等li)

は8コマ取 りのシ:.リ-レン写fEの解析によって雷管

近傍に於る管底破片の速度を測定し, 3号. 6号, 8

号,底上げ銅雷管で夫々 1,950,2,お0,2,450mJsecを

御ているし,又カウンターによる釦定I})では6号テト

リール雷管で岱管よ))のBE鮭が1-10mで2,2C0-6.C〇

m/secの位を得ている｡又 Fripiat氏等の報昏7)では

I,丁oom/st!Cとなっている.I

4.1衝牽世子[=よる始片適度の計辞儀

本報告界 l報図7で述べた如く雷管底方向の衝撃力

は雷管よJ)の距腔が 10L･mまでは線虫するが.それ以

稔は2Ccmまで拭蛮していない｡然し雷管のすぐ近汐

では底方向の=倍以上おある横方向の餅撃力が雷管か

ら20cmの距舵ではゼElにまで減衰しているのに,底

方向の衝撃力のみが 10-20cm の間で独演しないの

は.この間では振子の絞れは衝撃力によらず管底破片

の衝突によって起っていること及びこの間の鼓片速度

の洩糞は極めて小さいことを示していると思われる｡

又守底破片は板子と餅英した場合にLk鎖されることな

く板子の中に暁込むことが実験的に判明しているの

で,枝片の運軌跡ま掛矢なしに投手の巡勅裁となると

考えてよい｡

従って舘帝庇よ))10｡m以上離れた点に於る挺子の

運動良 く即ち術撃の披宏が認められなくなった役の運

動最)を MtJ･｡とし,管底破片の貿魚を"J,速度をV

とすれば,

Mv｡-IILV ･- ･-･･---･･- ･-･･- ････(4)

が成立するので,これよt)管底破片の迎庶 Vを計井す

ることが出来る｡又この式が成立するためには管底破

片の質丑 〟 が全部振子に衝突し,管体轍方向の破片

Vol.22,No.1,1881

が振子に全柵 突しないことが必要であるが,荊述の

管体破片の飛散方向によっても又予備就験によっても

この条件が瀞足されることが明らかであった｡

テ トリール混成6骨飼雷管の管体底上げのある場合

とない鱒合について雷管底よI)の発起が 10-20cmの

範囲に於て振子の振れを突刺し,それより振子の運動

最を求めた結果糞 4の如くである｡

TAtIle.4 Momcntt)mofPendulumaccording

toimpactoEfragmentsoEAdetona-
torshell(basedirestion)

momentum
AJtl.

k.cTn/SeC3
2.3x10●

2.5〉り0▲

NaLe:Mark●indicatesthedistancebetween

penduhlmanddetonaLor.

次に管底破片の全重量mは,実刑によれは約0.1g

であるから (詳細は後述)之等の虻を(4)式に代入す

れば庇方向 :C-2〇cmに於る破片速度t･は次の如くな

る｡

底上菅体の場合 :

tJ-Mv｡/m=23,000[g.cm/sec]10.1Fg]

=2,300Em/secl

平底管作の場合 :

1,-lVv｡/tlZ-25,000Fg.cm/see)/0.1rgコ

-2,500[m/secコ

4.2破片速度の央測伍

図8の如く雷管より一定距離の点dを中心として10

cm間隔に第 l線的第2線的を固く.例えば管底より

50cmの点の速度を測定する場合には45cmと55cmの

位跡 こ線的を匠く,雷管の爆発破片による二つの農的

の切断時刻を第 1′.'ルス第2Jl.ルスとしてシンクロス

コープに記録し,その時間間隔よ1)速度を界.LBする｡

Fig.8 1Icasuring mt!thod ol
l･eloc･ityoEtheEragmenls
iromashell

D :de(onntor,
d:distzlnCt!(variable)
(》:lstmark.⑧ :2ndmark.

(7)

』

-

-
7



辞料雷管としては6号混成雷管 (テ トリーJt,O･45g,

雷栄藤粉0.一og)せ 使用したが,破片速まの測定結果

は図9の如くである｡
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Q J占Pーdistanccfrom a.detonatonshell

⊂cmコ.Fig.9-Velocity oLthe fragment
sfrom a-bottom oLthedetonatorsh

ell.⑳ :cワpperdetonatorofConcave
bottom･虐):Copperdet

onatorofhatbottom.即ちこの結果によれ

ば6号銅雷管の底方向の破片速度抹雷管近傍では2,
loo-2,200m/secであり,底上菅体 と平

底管体とでは殆んど差はないと思われる｡又破片速度の

減衰は衝撃力の減衰 (第 1報図7参照)に比べると遥かに

小さく,衝撃力は 20cmでゼロとなるが破片速度は

1.5m の距離でも約20%しか城塞しない｡又破片

速度の汲崇は平底管体の方が底上菅体より若干大きい

供向が認められるが,これは平底管体の鞍片は底上菅体の破片に比べて形状に凹凸が多く重畳も小

さいので (次項で詳述)破片の飛行中に受ける空気抵抗ー

が底上菅体より大きいためと思われる｡上記披片速度の掛定

借はEl下部氏等の測定値131とほぼ一致し,Majridi氏の測

定値とは底上菅体の場合には一致しない｡又衝撃頼子の振れ

による計昇債とは大体一致している｡前項で述べ

た管底破片の新聞米英通能力や Majridi氏の報告などから,底上菅体が平底管体より破片速度 が速いことも予想されたが,乗刑の結果は雷

管の近くでは両者の問に蓮は見出せなかった｡

V 管体破片の重畳,エネルギー及び形状破片速

度と典に破片の蛮丑や形状が雷管の起爆作用に盃宴な

好轡を与える｡即ち同じ速度を有する破片でも重畳が

大きい笹破片の運動エネルギーは大きいし,又破片の

形状が丸いものより凹凸のある不規則なものの方が摩換係数が

大きいので起爆には有利な条件となる｡この意味で

破片の重量や形状を測定することとした｡雷管を

空気中で発火させるか或は水中で発火させるかによっ

て,破片の大きさや形状は写真 1の如く非常に異るの

であるが,雷管を爆薬の中で発火させた場合には水中

よりも空気中で発火させた条件に類似していると推定

される｡又保安上の見地からは常に雷管の空中発火が

問題となる｡即ち雷管のみの水中発火が行われること

は殆んどないので実用上の見地からは雷管碇片の形状や盃丑は空中発火の場合が重要である｡

従っとて以下の実験では空中発火について検討する｡imwater lnal

一PhotoI Fragmentsofcopperdetonatorwhich

explodedinwaterand

inair.5･1竜た片の回収方法固い

療閉容器の中で雷管を爆発させると欝壁との衝突に

よって鞍片が変形するが,爆発時の披片の形状をそのま

ま回収するた桝 こ,水の入った容器の1方でT&tlle 5WeightoftheframentsLrom adetonatorshell(Unit:mil

ligram)base

directionfiT0m concavetypeshell1 from nattypeshell

.｡talIlatig.:setLJJ▲じ9
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雷管を爆発させると,図 4の如く破片は一定の方向に

のみ飛散するので,これによって底方向秩方向の破片

を別々に回収することが出来る｡

5.2破片の正量

写其 lに示した如く空中で発火させた場合の雷管破

片の大きさは敢mmのものから微粉状のものまである

が上紀の方法によって回収した破片の釆流を抑定した

ところ襲5の如くであった｡

袋 5より次のことがいえる｡

①雷管底方向の破片は底上菅体の場合には 30-もOmg

の都合大きい破片を生ずるが,平底管体の場合には

最大破片でも15mg以下であり,成上常体に比べて

一様に小さい破片となる｡

⑨雷管横方向の破片は,装薬と接触していない部分の

ものは割合大きく20-30mgのものがあるが,装薬

部分の破片は内管破片を除くと忠も大きいものでも

10mg以下である｡

5.3破片の運動エネルギー

既述の如く国体投射的 (破片)の運動エネルギーと

起爆能力とは必ずしも一致しないが,破片の韮虫と運

動エネルギーとの両者を併せ考えることによI)起煩能

力の尺度とすることが出来るので,雷管殻片の中で庇

も起爆力の大きい雷管底方向の放大枚片について運動

エネルギーを計芽する｡

底上菅体の場合 ;

破片速度 V･52,100Em/secコ(図9より)

諌片重点 m卓50〔mgコ(焚Sより)1
運動エネルギー 盲 m ･J2年=0･5〔kg･m7:secZ]

-ll.1≡〔kg.mコ

平底管体の静合:

夜片速度 Ⅴ≒2,1cc⊂m/secコ(図9よD)

破片盃畳 m≒14〔mgコ(来与より)

I
運動エネJI,ギー すnv'-31･Ctkg･mt/secつ:

-3.1く【kg.mj

即ち破片速度は同じでも故片の兎虫が98るので庇上菅

体の方が平底管件よりエネギーが大きい｡ (然し破片

の形状が異るので役述する如く両者の起僻能力は変ら

ない)

この伍は Rotu氏の簸昏 叫こ示された国体投射物に

よる簸界起爆エネルギー 30-iC[kg.m](投射物の盃

丑8g)よD小さく,Fripiat氏巧による塵界起爆エネ

ルギー1.】[kg.mコ(投射物の丑血0.08-0.1g)よワ大

きいが,これらは管体破片とは粛丑が興るので同一に

碑ずることは出来ない｡然し固体投射物の放血が小さ

い程醇界起爆エネルギーは小さくなる僻向にあるの

で,雷管の最大破片の東急が0.05gであることを考え

Tot.22.No.l●1961

ると.破片の場合の昏界起爆エネルギーは l〔kg･mコ

以下と思われ.上妃管底破片の運動エネルギー IL15

【kg.mコ及び 3.16〔kg.m〕は爆薬を起爆させるのには

充分余裕のある純と碑え得る｡

即ち筋管破片がナぐれた起爆能力を有することは.

破片の並瀧が小さいにも拘らず運動エネルギーが大き

いことによっても推定される｡

5.4破片の形状

破片の形状は既述の写其 lによっても横路知ること

が出来るが.雷管底方向の破片について底上菅体と平

底常体とを比映しつつより詳細に観察することとす

る｡

0 1 2 3 4mm
l -｣ ーl 1 l

(zI) Fmgmentsfromaconeaycbou

om(b) Fragmentsfroma鮎tbottomPholo2 Shapeoffragmentsfrom the
bottomoEadetonat

orshell.写苑2は雷管底方向の破片 (鰯管件)を万俵投

影投によって拡大したものである｡この写矧 こより次

のことがいえる｡α庇上雷管の破片は.大きさは的 <m

mであって常体･安市の凹凸が割合少い｡特に左上方

.'=米粒のような形をした破片が見られるが,これ

は底上雷管の均合にのみ見られる苓しい特徴である

｡恐らくjct先洩部の高温のために一度韓挺して

球状となった銅管体が飛散中に再び凝

固したものと思われ,平底管体ではこの様な米粒形破

片は存在しない｡@平底田管の破片は,大きさも最大2m

Tn鞄皮で底止雷管よPJJ､さく.破片盤面の凹凸が著



する破片の井適任力が小さいのは,平底雷管の方が

破片鹿瀬が小さく且つ凹凸がはげしいので,薪押紙

耳適中により大きい抵抗を受け破片速度の池袋が大

きいためであると思われる｡

上述の如く平底雷管と艦上雷管とでは破片の大きさ

も形状も昇るのであるが,これが煙茶の起爆作用にど

の様に影響するかについては次報で述べる｡

要 約

(l) 館野体破片の投射による起畑作用は 九hjridi

氏,太蝶氏等の報告によって非常に有効なものである

ことがわかるが,固持投射による起爆の閉域は投射物

の運動のエネルギーによるという考え方と投射物の適

度の波賀が沌蛋であるという考え方とがある｡

(2) 破片による起爆が効果的であることの舞例と

して.伍添装薬と燦粉との境界に各節押板を紀いた常

肝の且,J噸 砂丘妖艶 @煩英の中に燥粉雷管を挿入し

た場合と爆薬を雷管添装薬として使用した場合との叔

小棒鮒 のちがいについて突放した｡

(3) 貯体破片の品礎的性芹を知るために,次7)点

について実験した,

CL管体破片の飛散方向と鼓片による新開紙のF通能力

について就験した結果,雷管底方向の破片は成上管

体の方が平底管件に比べて中央に兆中する帆;')がLあ

ること.統方向の破片は斜後方には飛散するが斜前

方には飛散しないことがわかった.又管体破片のPr

通能力は玖方向よりも底方向がすぐれていること.

又育休材質では軌 アルミ,PVCの朋に打通能力

が小さくなることが判明した｡

CL常体破片の速度は留守底方向で約 2,COOzTL/secであ

ること,雷管近坊では底上菅体と平底管体とで戚方

向の破片速射 こ丑はないが,平底管伴の方が減衰が

やや大きいこと.が判別したO但し節 1軸で述べた

留守衝撃力の減矧 こ比べると管体破片速度の沌蛍串

は非常に小さく.雷管から 1-2m の経座で約20,0./

である｡

⑧℡体破片の盃丘を約定した結果,収も大きいもので

も数 ICmgであり,底方向の破片は庇上菅侍の方が

平底管体より盃最が大きい｡又底方向破片の運勤エ

ネルギーは 3-11⊂kg.mコ亀変であって鰻薬を雄

させるのには充分のエネルギーと思われる｡雷管底

方向の破片の形状は底上菅体より平底管体の方が凹

凸が多い｡
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StudiesoTtthelnlthtionoEExplo8iyeSbytlleDetonatOr

PartluThee打ectoffragmentsproducedfromadetonatorshell (1)

KazuoIda

Intheinitiationeqectofadelonalor,the

importanteEEectsaretheimpulsiveeffectoE

shockwave,thefrictionorimpacteHcctoE

thefragmentsfrom ashellandtheheat

euectproducedbytheexplosionoEadelo･

10 (LO)

nator.Thispaperrelatestothe甜ectof

fragments.

Bytheminimum initiationchargetestof

Auminate,itwasfoundthatthefragments

fromadetonatorshellhadthesuperioreuect.

エ粟火苑協会造



toinitiateaexplosive.

ToinveStigAtetheEllndamentAtProperty

oEthedetomtorshell,theScatteringdirec･

lion,penetralillgability,thevelocity.the

weight,thekineticenerw iLndtheshpeof

theErap entsweremcastlred.Theseproper･

tieswerecompredastoCtl,Al,PVCshell,

andthepropertiesoffragmentsfrom the

concavebottomwasCOmparedwiththatErotTL

theAntbottom oEadetonAtOr.

TheresultsobtainedwereasFollows:

1.TheEr8gmentSfromaCuShelllmvethe

strongestpenetradngability,thenextis

Al shetlandtheweakestisttlePVC

shelt.

2.ThevelocityofthefragmentErom the

bottomoEadetonatorisabout2,000m/see

Andthedecreasingrateofthevelocity

ismuchlessthanthatOEshockproduced

fromAdetonator,

3.TheweightofthelargestFragmentfrom

aconcavebottom isAbout30-60mg,

butincaseofa血lbottom theweight

i$about10-15mg.Theshapeoffrag･

mentsEz10m aCOnCAVebottom isless

ruggedthanthatfrom AAntbottomoE

adetonator.ThereEorethepenetntitlg

abilityofafTagTnentSfrom aConcave

bottom ismuchsuperiortothatfrom

aAAtbottom.Theve)ocityoEtheboth

Emgmentsisthe almostsamein the

neibourhoodofadetonatOr.

メタンの可燃限界にかよばす組成,圧九 浪壁の形啓

望 月

il.緒 官

メタンの爆発危険性の傾向を知るため. メタンー空

知混uA先の可燃駅非におよぽナ組成.圧力,温度の澄

轡をしらJ<た｡これらに関する共験報告の数は,非常

に多いが.各人が仲 】件 l件を別の爽駒として行って

来たようである｡一般に,免体の可燃取外位は,実験

装位によって,大きくちがったものが得られる｡ここ

では,災敦装隈が同一,または.ほぼ近似の装匿で,

可燃限界をえて.立体回にまとめた｡これによって,

危険性の所在のおよその見当をつけることができる｡

実験を抑指輯下さった山本祐播教授.御助力を与え

られた軌J1倍El,枯永伐両氏に,鮮く御礼を申し上げ

る｡

書2.血庇と圧力の影響

メタン一位耕一宴楽の三成分系の可燃限界を,室温で

軌 宣する｡Ll三力は,7WmmHg-OmmHgの岡｡実敦

装軌ま.図 1に示す｡

煩苑管は,内径 50mm,長さ 350mm の/.'イレタ

スガラス典｡下端から80mmのところに点火用放屯

昭和3511'･10月J7u受理

+ 航空放伐折冗lJT･双方(据二宮Ih'

Vol,22.No.T.1961

昌●

棒を位圧させる｡火花閉験は,･imm｡伍渡はネオン

トランスで.一次GllCDV,3.5A,二次伺 15,000V,

22mAのもの｡放屯時間Iも 内容物の発火をみるまで

あるいは,叔大5秒間とする｡発火すると,爆発管下

蛸のテフtlン丑がはねる｡通常のグリスlも メタンの

吸収が大きいので,りん故のグリスを用いてこの蓋を

はりつけておく｡低圧の歯合は,発火しても.蓋がは

VACu

tJrrllFJg.1SchematicdiagramOL
APP8ratuSforSec




